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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています
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八女市吉田

城後　由嬉子

矢部川源流・杣の里の四季  �
九重連山

　気象条件のよい日（ＰＭ 2.5 の飛来のない日）には、福岡県最
高峰釈迦岳（1230 ｍ）から直線距離で約 30 ｋｍ程の九重連山が
すぐそこにあるように見える。右端の一番高い山が久住山（1786
ｍ）、手前は渡神岳。紅葉した山の下は椿ヶ鼻。

黒木町　松尾　重根
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あ
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入
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段歩く距離ですが、田舎に住む人な
ら車を走らせるでしょう。都会人ほ
ど日頃から足腰を鍛えているから強
いですよ。手技、マッサージ、親切、
丁寧をモットーに 31 年、経験豊富な
院長さんは優しく語られました。

日本柔道整復師会会員
　下川整骨院　下川　毅
　八女市蒲原　1323-8
　旧 442 号　八女中央青果南
受付時間　月〜土曜日　午前９時〜午後
　　　　　７時 30 分　日・祝祭休診
電話 0943-24-2616
各種保険取り扱い

　受け付け担当の奥様と温厚な院長
先生にお話を伺いました。私がこの
道を志した昭和 50 年代中頃は柔道整
復師の国家試験受験の専門学校は全
国に 10 校ぐらいしかありませんでし
たから私は仙台の学校へ進みました。
小泉さんの規制緩和政策もあって現
在 100 校以上出来ています。資格を
取得した後、高田町で８年インター
ンを経験しました。現在地に開院し
て 31 年になります。時代とともに患
者さんも少しずつ変って今は働き盛
りの中年の方がギックリ腰や挫傷、捻
挫などで来院されることが多くなり
ました。勿論柔道整復師ですから色
んな症状に対処できます。田舎にな
るほど車利用が多く歩くことが減っ
ている所に原因があると思います。
患者さんにはラジオ体操と高齢なら
５〜 10 分の散歩を、少し若ければ早
足で歩くことをすすめています。筑
後市に実家が有るので休みの日など
ＪＲ羽犬塚駅から水田の恋木神社ま
で若い人たちが楽しそうに歩いてい
る姿を目にします。都会に暮らす人
にとってこの距離（約２km 弱）は普

施
術
中
の
院
長

下　川　整　骨　院　　　八女市蒲原 1323-8


